
じ

●

s

て の批判 が参 考 に な る。

② 計 画 的 変 革 の概 念 モ デル,

計 画的 変 革 の な か に もい くつか の 異 な るア プ ローチ が ある。 それ ぞれ の モ デル 及 びそ の

特徴 に つ いて 解説 す る。W.ベ ニス は これ まで の計 画 的変 革 の ア プ ロ ーチ を整 理 して次 の

3っ の タ イ プに ま とめ てい る 〔4〕。

・ 平 衡 モ デ ル

・ 有 機 的 モ デ ル

・ 開発 モ デル

(2)計 画的 変 革 の 手続

こ こで は計 画 的変 革 を行 うため の具 体 的手 続 につい て 解 説 す る。 この節 の内 容 は特 に重 要 な

の で参考 の 節 で更 に詳 し く解説 を加 え て お く。

(a)計 画的 変 革 の手 続 の概 要

次 の3つ の 内容 につ いて 解説 をす る。

① 問題 の 診 断

顧客 の性 質,顧 客 が 悶 着 を起 こ して い る過程,問 題 の性 質 等 の問題 につ い て,変 革 推進

者 が お こな うべ き診 断 内 容 に つい て説 明す る。

② 顧 客 の動 機 づ け

顧客 に変 革 を導 入 させ る際 の,顧 客 の動 機 づ け の問 題 に つい て説 明 す る。5.2の ② 節 の

変 化 へ の抵 抗 の 内容 が こ こ で参考 に な るの で,研 修 生 に そ の点 を 指摘 して お くこ とが必要

で あ る。

③ 組 織 変革 の計 画 と統 制

診 断 の結 果 を もと につ く られ る組 織変 革 の 具体 的推 進計 画 とそ の管 理 ・統 制 の あ り方 に

つ い て説 明 す る。

(b)計 画 的 変革 の導入 プ ロセス

計 画的 変革 の導 入 過 程 の フ ェ ーズ につ い て まず定 義 をお こな い,次 に各 フ.エーズ にお い て

み られ る問 題 の性 質,変 革推 進者 の役 割,変 革推 進者 と顧 客 の協 力の あ り方 等 につ い て解

説 す る。計 画的 変 革 過 程 の フ ェ ーズ 分 け と して は,R.リ ピッ ト他 〔16〕 に よる次 の7つ

の フ ェ ーズ 分け が あ る。

1.変 革 要 求 の 発 展 の フ ェ ーズ

皿.変 革 関係 の確 立 の フ ェ ーズ

田.顧 客 シス テ ムの もつ 問題 の 明確 化 あ るい は診 断 の フ ェ ーズ

礼 代 替的 な 目標 お よび 手段 の検 討 の フ ェーズ
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V.意 図 及び 現 実 の 変革 努 力 へ の変 換 の フ ェ ーズ

W.変 革 の普 及 と定 着 の フ ェーズ

皿 最 終 関係 の 達成 の フ ェーズ

(3)計 画 的 変 革の 諸技 法

計 画的 変 革 の導 入 ・実施 には,そ の 為 の 教 育,訓 練 が大 きな役 割 を演 じる。 そ の教 育 ・訓 練

に用い られ る計画 的変 革 の技 法 の う ち,代 表 的 な もの を い くつ か選 ん で解 説 す る。

(a)計 画 的 変革 技 法 の特 徴 ・

計 画 的 変革 の技 法(techniquesofplannedchange)に 共 通 す る特enteよ びそ の基 本的

思想 に つい て あ らか じめ 研修 生 に十 分 理 解 させ て お くことが大 切 で ある。 なぜ な ら計 画的変

革技 法 につ い ては 多 くの 誤 解 が現 在 もな お存 在 してい るか らで ある。 決 して諸 技 法 の効用 の

み を強 調 してttkら な い.w・ ペ ニス 〔3〕は次 の特 徴 を指摘 してい る。

① 使 用 さ れ るプ ログ ラムが 多様 で あ る。

② ト ップ マ ネ ジ メ ン トや親 会 社 の 協 力 を必 要 とす る。

③ 組織 体 を,個 人 の集 合 体 と して で は な く,シ ス テ ムそ の もの と して把握 す る。

④ プ ログ ラムの 内 容 は,個 人 か らグ ル ープ,グ ル ープ相互 間,そ して組織 体全 体へ と段

階 的 に発 展 して い く。

⑤ プ ログ ラムの 内容 はヂ 知 性 的 な もの と感 情 的 左 もの の 両方 を含 ん で い る。

(b)計 画 的 変 革 の 諸 技法

計 画 的変 革の 技 法 と用 い られ る もの と して稲葉 〔12〕 は 次 の6つ を あげ てい る。 これ ら各

技 法 に つ い て具体 的 に 解説 す る。'

① チ ー ム開 発 の技 法

・ グ リッ ド ・ア プ ロー チ

・ ア ク シ ョン ・リサ ー チ

・ フ ァ ミ リー ・チ ー ム

・]職 能 別 チー ム

② 部 門 間 コン フ リク ト解 消 の技 法

・ ラボ ラ トリー ・ア プ ロー チ

・ 対 決 ミー テ ィン グ

・ 組織 ミ ラー

③ 組 織 改善 技 法

・ 職務 充 実
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・ ソ シ オ ・テ ク ニ ア ル ・ア プ ロ ー チ

④ 調 査 フ ィ ー ドバ ック 技 法

⑤ プ ロ セ ス ・コ ン サ ル テ ー シ ョン

⑥ 教 育 と訓 練

指導上の留意点

(1)イ ノペ ー シ.ン 理論 の 基本 的 概 念 につ いて理 解 させ る。'特に計 画的 変革 の 概念 は人 間性 に

対 す る行 動 科学 の 新 しい価 値 観 を前 提 と してい るの で,そ の 基本 的 概念 につ い ては っ き りと研

修 生 に 理 解 させ る こ とが 大 切 で ある。

(2)計 画 的変 革 の 一 部 の技 法 に つ い ては,そ の ア プ ロ ーチの 効果 を疑問 視 した り,ア プ ロ ーチ

そ の もの に批 判 的 な入 も少 な くな い。 そ の技 法 の説 明 に おい ては,そ の基礎 にな つて い る考 え

方 や,技 法 の用 い方 及 び効 用 の 限 界 につ い て も十 分 に時 間 を ざ くことが必要 で あ る。

(3)実 際 の企 業 の活 動 の場 に お いて,イ ノベ ー シ ョンの 理論 及 びそ の 知識 が生 か され る よ うに

努 め左 け れば な らない 。 しか し実 際 の イ ノペ ー シ ・ンの 現象 は,こ れ ま でに 「)くりあげ られ た

理 論 に比 して,は るか に複 雑 で あ る。 従 って ノー ン・ウ的 な知 識 の提供 は実 用上 あ ま り役 には た
り

た ない 。 講 義 担 当 者 は,実 例 や ケ ニス を用 意 し,研 修 生 みず か らに考 え さ せ る工 夫 をす る こ と

が 必要 で あ る。

(4)情 報 処 理技 術 者 育成 の為 の教 育 コース で あ るか ら,講 義 資料 に用い る実 例 や ケー ス は コン

ピ ュー タ,MIS,ORに 関連 した もの が望 ま しい。 しか し行動 科 学的 側 面 か ら研 究 した 資料

はそ の数 が ま だ少 な く,か つ そ の大 部 分 は英 文 で あ る。 そ の為講 義 担 当者 は 事前 に十 分 な用意

を して お く必 要 が あ る。

(5)ケ ース ・ス タ デ ィに よ る演 習 を行 う場 合 は,グ ル ー プ制 に よる討論 形 式 を採 用す る こ とが

望 ま しい。 そ して研 修 生 の 左 か か ら,い ろい ろな 問題 提 起 させ る ことが 大切 で あ る。 問題 点 の

抽 出 や,要 因 の 整 理等 につ いて は,グ ル ープ でKJ法 を利 用 す る等 もひ とつ の方 法 で あ ろ う。

参 考

1.演 習 につ い て

内容 に お け るイ ノベ ー シ ョン に 関す る知 識 を も とに,イ ノ ベ ー シ ョンの実 際 の ケ ース を用 い て,

ケ ース.ス タ デ ィを お こな う。 イ ノベ ーシ ョンの実 際 の 現 象 は,イ ノベ ーシ ョンの 理 論 よ り も研

修 生 に イ ノペ ー シ ・ン導 入 の過 程 に おけ る諸 問 題 を検 討 させ る と共 に,成 功 裡 に イ ノペ ー シ 。ン

を導入す る為の嫌 を検討させる.検 討に鋤 てはグ ープ論 形式をとり入れること纏 ま し

い。 課 題 と して用 い るケ ース は講 義担 当者 が適 切 左 もの を,十 分 な計 画 の もとに 用意 し作 成 す る
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事 が 必 要 で あ る。 そ の ケ ース 作 成 の参 考 資 料(具 体 的 な ケ ース を扱 っ てい る文 献)と しては 次の

ものが 役 立 つ。 なfo,課 題 訓 練 の や り方 に つMて は,第6章6.2参 照 の こ と。

① 組織 変 革 一 般

・R.ペ ック ハ ー ドの 著 作 〔6〕

② コ ン ピ ュ ー タ

・E .マ ン フ ォ ー ドとA.ビ テ ィグ レ ー の 著 作 〔18〕

・R.・ ヘ ドレ ー の 論 文 〔・・〕

F.ウ ィ シ ン グ ト ンの 著 作 〔35〕

③OR

・ 根 本 の 論 文 〔19〕

・C .ギ ブ ソ ン の論 文 〔30〕

ず

2.イ ノペ ー シ 。ンにつ い て の補 足 説 明

(1)イ ノベ ー シ ョンの タ イプ

現 実 の イ ノペ ーシ.ン はそ の 内 容 が複 雑 で,い ろい ろな要 因 がそ の う ちに含 ま れ て い る。 何

らかの基 準 で概 念 的 に これ を整 理,分 類 す る こと が必 要 そ あ る。 分類 の 仕 方 は 研究 者 に よ って

もま ちま ち で あ り,講 義 の 目的 にそ った 分類 法 を採 用 す る こ とが必 要 と な る。 これ まで の代表

的 な イ ノペ ー シ ・ンの分 類 につ い てG.ザ ・レツ マ ン他 〔37〕 がaと め て い る.こ れ を示 したの

が 図5-4で あb .,そ れ ぞ れ の 内容 につ い て は同 書 に詳 しい。 又 コン ピ ュー タ の イ ノペ ー シ ・

ン幽 して 頒 体 的 事 例 旦 て は,F・ ウ ・シ ン4ト ン 〔35〕,J.オ ブ ライ ェ ン 〔20〕,R.

ヘ ドレ ー 〔11〕等 の 著作 の事例 の うちから
,適 鋤 もの を選 び,㍊ 資 料 と してM、.,る こ とカ、で

きる。

(2)イ ノ ペ ー シ ・ン の採 用者

イノペ ーシ ・ンを いつ 採用 す るか は,採 用 者 の 特性 に影 響 され る。 この採 用 者 の特 性 に関 す

る知識 は イ ノペ ーシ ・ンの導 入 をす す め る上 で役 立つ 。 イ ノペ ーシ 。ンー般 に 関 してはE.ロ

ジ ャース 〔23〕 の採 用 者 カテ ゴ リーが あ り,又OR活 動 につ い ては,H.ル ー ビン シ ュ タイ ン

他 〔27〕 の研 究 が あ る.そ して,・Rの イ・ ペ ー シ 。ン ・9入 定 着 の各 ・ 。 一ズ に 始 て,ど

の よ うな資 質 が 変 革 推 進者 に必 要 とされ るか につ い て は川 瀬 ・根本 〔13〕 の研 究 が ある。

(a)採 用者 カテ ゴ リー

イ ノベ ー シ ョン採 用 者 に 関す る理念 型 と して,E・ ロ ジ ャ ースは 次 の 五 つ の タ イプ を提 唱

して ピ る。 これ は マ ーケ テ ィング,イ ノ ベ ーシ ョンの論 文 に広 く引 用 さ れ て い る。

ぜ

頃
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A.シ ス テ ム の 状 態 別 の イ ノ ペ ー シ 。ン ・タ イ プ

1.定 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン

2.非 定 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン

(a)ス ラ ック イ ノ ベ ー シ ョン

J.サ イ ア ー ト と

(b)デ ィ ス ト レ ス イ ノ ベ ー シ ョンR・ マ ー チ(1963)

K。 ナ イ ト(1967)

、

B.発 生 経 過 別 の イ ノ ペ ー シ ・ ン ・タ イ プ

1.技 術 イ ノ ペ ー シ 。ン

2.価 値 中 心 的 イ ノ ペ ー シ 。ン

3.構 造 的(管 理 的)イ ノ ペ ー シ 。ン

1.製 品 ・サ ー ビス イ ノ ベ ー シ ョン

2・ 生 産 工 程 イ ノ ペ ー7・
,ン

3.組 織 構 造 イ ノ ペ ー シ 。 ン

4.人 イ ノ ベ ー シ ョ ン

]
G.ダ ル ト(

a)ン他

(1968)

目標

イ ノ ベ ー シ ョ ン

J.グ ロス

マ ン

(1970)

(b)手 段
K.ナ イ ト

(1967)イ ノ ベ ー シ ョ ン

C.結 果,効 果 別 の イ ノベ ー シ ョン ,・タ イ プ

遮 麟|Kナ ・・(・967);:

1.部 分的変更(小 変革を含む)

2.志 向的変更(大 変革を含む)

(a)、組織的志向的変更

(b)特 異的志向的変更

(c)周 辺的志向的変更

㌘1認 ㍍)

/-一
図5-4イ ノ ー ベ ー シ ョン ・タ イ プ の ま とめ

(出 典:G.ザ ル ツ マ ン他 文 献 〔37〕p.31')

● ① 革新 者

イ ノペ ー シ ・ンを最 初 に採 用 す る者6彼 の主要 な価 値 は投 機 性 に ある。ま た組 織 に と

て逸 脱 的傾 向 を有 す る。

② 初期 採用 者

革 新 老 に 次 い で イ ノペ ー シ 。ン を採 用 す る人。 社 会 に.おいて 尊 敬 され る立場 に あ り,

オ ピニ オ ン ・り一ダ ー シ ップ を発揮 す る。
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③ 前期追随者

社会における平均的メンバーが採色する少 し前に新 しいアイディアを採用する。新 し

いアイデ ィアを完全に採用するまでに慎重に行動する。

④ 後期追随者

社会における平均的メンバーが採用 した後で新 しいアイディアを採用する。周囲の圧

力で採用にいたることが多い。

⑤ 遅滞者

イノペーシ。ンを最後に採用する者。周囲から孤立した地位にいることが多い。
く

・・ 早 ジ ・一ス 〔23〕 は,・ 卿 者 ・テ:ゴ ・一 ・,fiHi値観 個 人 的繊 ・ ・.'一 ケ ー

シ ・ン行動 社 会 関係 等 の 関係 に つい て論 じて い る。 これ を ま とめ た の が 表5-1で ある。こ

の 採 用者 の理 念型 は地 域 社 会 の調 査 ・研 究 よ り導 かれ た もの で あるが ,企 業 とい ち組 織 体 に

おい て も有 効 で あ る と思 われ る。

(b)革 新 者 の逸 脱性

革新 老 が変 革推 進 者 の役割 を引 き うけ る こ とが 実 際 には 多い。 革 新 者 は イ ノ ペ ーシ.ン に

素早 く注 目 し,導 入 を試 み る とい う点 に おい て は秀 でて い るが,組 織 体に とって逸脱的 傾 向 を

有 す る とい う問 題点 が あ る。E.ロ ジ ャース 〔23〕 が この逸脱 性 につ い て論 じてい る。OR

活動 に 和 て も・ … レー ピ ン シ ・タ ・ン他 〔刀 〕
.に ・吻酬 ・紅 い ・.

'

(3)変 化へ の 抵 抗'

イ ノベ ーシ ョンの導 入 をい ざ実 施:し よ うとす る段階 に至 って,顧 客 や マ ネ ジ メ ン トの抵 抗 が

表 面 化 して,イ ノペ ーシ ・ンの導 入 が 中断 され るケ ース は 少 な くな い。 変 化 へ の抵 抗 の 原因 と

な る要 因 を整 理 す る と,次 の諸 要 因 を指 摘 す る こ とが で きる。

① 個 人 的 反 発 に よ る抵 抗

・ 地 位 ・既 得 権 の 喪 失 の不 安

・ 意 思 決 定 に伴 う リス ク の不 安

・ 職 務 侵 害へ の 反 発

・ 新 しい課業 に対 す る不安

・ 新 しい課 業 の学 習 に伴 う負担 へ の反 発

一
・ 変 革 推 進者 へ の不信 感

・ 関係 者 の予期 さ れ る不利 益 の補 償 対 策 の 欠除 へ の反 発

② 組 織 変 化 に帰 因 す る抵 抗

・ イ ン フ ォ ーマル な 人 間 関係 の 破 壊

・ 構 力構造 の変 化
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θ

表5-1採 用 者 カ テ ゴ リー の 合 成 図

採 用 者
カテ ゴ リー 顕著 な価値 個 人的特性

コ ミ ュニ ケ ー

シ 。ン 行 動 社 会 関 係

「投機 」;危 険 を もっとも若 い年 代; 科学的な情報源 と あ る程 度の オ ピニ

進ん で うけ いれ る も っと も高 い社 会 の頻繁な接触;他 オ ン ・ リ ー ダ ー シ

革 新 者
的地位;最 大の規 の革新者との相互 ップ;非 常 に広域

模 の,そ して もっ 作 用;イ ン パ ー ソ 志向的

とも専門化 した経 ナル左情報源の比

営;富 裕 較的大規模な使用

「尊敬」;社会体系 高い社会的地位; 地方の普及促進老 ほとん どの社会体

に おけ るた くさん 大 規 模 の,そ して との接触がきわめ 系 に おい て,ど の

の 人 び とに ょって, 専門化 した経営 て高 い 採 用 者 カ テ ゴ リー

初期採用者 役 割 モ デル と して よ り も最 大 のオ ビ

と らえ られ る ニ オ ン ・ リ ー ダ ー

シ ップ を もつ;非

常に地域志向的
4

「慎重 」;仲 間 が 平均的な社会的地 普及促進者と初期 ある程 度 の オ ピニ

採 用 した あ と で, 位 よ り上;平 均 的 採用者とかな りの オ ン ・ リ ー ダ ー シ

前期追随者 は じめ て,イ ノ ベ 規模の経営 接触 ッ プ

一 シ ョ ン に つ い て

⑯

の考察をは じめる

「懐 疑 」;仲 間 か 平均的な社会的地 主 として後期追随 オ ピ ニ オ ン ・リ ー
ト

らの圧倒的な圧力 位より下;小 規模 者あるいは前期追 タ ー シ ッ プ に 乏 し

が採用を生ずる前
'

経 営;専 門 化 の 度 随者である仲間か い

後期追随者 に必要 合 い が低 い;収 入 らア イデ ィア を獲

が少ない 得 す る;マ ス ・メ

デ ィア を あ ま り利

用 しない

「伝統」;過去を志 専門化の度合いが 同 じよ うな 価値 を

.
.‡

オ ピ ニ オ ン ・リ ー

向 してい る 低い;最 低の社会 もって い る隣人, ダ ー シ ップに きわ

遅 滞 者 的地位;最 小規模 友 人,親 戚 が主 な め て乏 しい;半 孤

の経営;最 低の収 る情報源 立者

入;最 年長

(出 典:E・ ロ ジ ャーース,文 献 〔23〕P.125邦 訳)

L235一



・ 部 門 間 の 利害 の 対 立

・ 上 司 ・部 下の 間 の 利 害 の対 立

実 際 の イ ノベLシ ョンの 導入 定 着 過程 は,R.ヘ ドレ ーの ケ ース ・ス タ デ ィ(表5-2)に み

るご と く,試 行 錯誤 が 繰 返 され る循 環 過 程 で ある。 そ して この過 程 に おい て,こ れ らの抵 抗 の

原 因 が複 雑 に か らみ あ って生 ず る。 従 って 変化 へ の 抵 抗 を コ ミュ ニケ ーシ ・ンの 欠 除 とか,変

革 推 進 者 の努 力 の 不足 とい うよ うに,問 題 を単 純 化 して と らえ ては な らな い。変 革 推進 者 は イ

ノベ ー シ ョンの 理論 に 関す る十 分 な 知 識 と,変 化 の 抵抗 へ の経験 と理解 を持 つ ことが 必要 と さ

れ る。実 際の イ ノベ ーシ ョンの 導入 に際 して は,変 革 推 進者 は次 の2点 に 注意 す る事 が大 切 で

あ る。

① イ ノペ ー シ.ン の導 入 に は用 意 周 到 な計 画 と十 分 な検 討 期 間 を設 け,予 期 され る変 化 へ

の抵 抗 に対 して は 十 分 な対 策 を講 じて お く。

② イノベ ー シ ョンは未 知 の 要 素 が多 く,事 前の 対策 だ け では 不 十分 で あ る。 変 化 へ の抵抗

が表 面 化 した 時 には,そ の抵 抗 を すみ ゃ か に除 去 す る準 備 を整 えて お く。

ザ

「

(4)組 織 の有 効性

組織 開発 の 目標 は1組 織 の 有効 性 を高 め る こ とに あ る とい え る。 これ ま で に提 唱 され てい る

組 織 の有 効性 の基 準 は次 の4つ'vaま とめ られ るとE.シ ェ イ ン 〔29〕 は指 摘 してい る。

① 環 境 へ の順 応性

② 組 織 目標 へ の一 致 感

③ 現 実 を 見 き わめ る能 力

④ 組 織 の サ ブ シス テ ムの統 合 性

この よ うな 組織 の有 効性 を高 め る為 に必 要 な組 織 の 条 件に つ い て は,R.ペ ック ハ ー ド〔6〕,

、E.シ 。イ ン 〔29〕 ぬ 嬬 介 され てい る.敵 示 す 、つ の条 件 はE.シ 。イ ンvaよ る もら で

あ る。'一

① 信 頼性 と妥 当性 の あ る方 法 で 情 報 を と り入 れ,か つ伝 達 す る能 力が 左 けれ ば な らな い。

② そ の情 報が 要 求 す る変 化 を とげ るだ けの 内部 的 な柔 軟 性 と創 造 性 が な けれ ば な らな い。

、 ③ 組織 目標 に対 す る統 合 と信 頼 感 が な けれ ば な ら左 い。 とい うの は,そ こか ら変 化 し よ う

とす る意志 が生 まれ るか らで あ る。:

④ 支 持 及 び,お び や か され ない とい っ た内部 的 雰 囲気 がな け れ ば な らない 。 とい うの は,

おび ゃ か され る と意 思 の 疎通 の基 盤 が くずれ,柔 軟性 が少 な くな り,全 体 系 へ の 関 心 よ りも

自己防 衛 が先 に立 つ よ うに な るか らで あ る。

ス
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⑱

?

t

(5)変 革 推進 者

変革推進者はイノペーシ・ンの導入において重要な役割を演 じる。特に計画的変革の理論の

な かで 中心 的 な 位置 を 占め てい る。変 革 推 進者 とは,こ こで は個人,チ ー ム,常 設 の ス タ ッフ

部 門をすべて含むが,そ れぞ れ の違 い につ いて は こ こで は扱 わ ない。 但 しそ れ を区別 す る事 は実

際 には 大切 で あ る。

(a)変 革 推進 者 に必要 な資質

変 革 縫 者 が果 す べ き役 割 は,E.・ ジ 。一ス とF.シ 。 一メ ーカ ご 〔24〕;W.ベ ニス

〔3〕
,R.リ ピ ッ ト〔16〕 等 に よっ て紹介 され てい る。次 の(6)節の"計 画 的 変 革 の手 続"で

具 体的 に説 明 す る。 イ ノペ ー シ ・ン導 入が 成 功 す るか ど うかは,変 革 推進 者 の能 力 や 彼 の採

用 す るア プ ローチ等 に大 き く依存 す る。E.ロ ジ ャース他 〔24〕は 次 の項 目を指 摘 してい る。

① 変 革 推 進 者 の努 力

② 変 革 推 進 者 の顧 客 重視 の 度 合

③ 変 革 推 進者 と顧客 との同 質性

④ 変革 推 進者 が オ ピニ オ ン ・リーダ ー を採 用 す る度 合

⑤ 変 革 推 進者 の 信頼 性

⑥ 顧 客 の 評価 能 力

(b)変 革 推 進 者 の採用

変 革推 進者 と して誰 を採 用 す るか とい うこと は,イ ノベ ー シ ョンを導 入 しよ うと す る組織

体 に とって 大 きな問題 であ る。 組 織体 の か かえ て い るい ろい ろな状況 を考 慮 して,組 織 内 か

ら採 用 す るか,組 織外 か ら採 用 す るか を決 定 しなけ れ ば な らない。 変革 推 進 者 は 次 の よ うに

分 類 で きる。

①内部変革畔

②⌒ 「1

専門家

組織人

外部変革推進者を採用 す る場 合,

う と く,又 協力 体制 づ くりが 難 しい 等の 問 題 点 が あ る。 採用 す る顧客 の 主 体 性 が大 切 で あ る。

どの よ うな援 助 を求 め るの か につ い て,顧 客 は は っ き り決 め ておか な け れば な らな い。R.

ペ ック ハ ー ド 〔6〕は外 部変 革推 進 者 との援 助 の 契 約 内容 と して次 の 項 目を あげて い る。

・ 長 期 協 定'・,

・ 定期 診 断

技 術専 門家

コンサ ル タ/ト

行 動 科学 専 門家 ・

経験,技 術 にお い て優 れ て いるが,そ の顧 客 の 内部 事 情 に
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■ 企画協定

訓練協定

統合的組織作 リ

コンサルティング ・チーム

組織全体の評価

教育指導

(c)変 革推進者の受け入れ体制

変革推進者が有効に活動できる為には,変 革を導入 しようとする顧客の受け入れ体制が整

っていなければならない。変革推進者の援助に影響す る顧客側の要因 として,R・ リピット

〔16〕は次の5項 目をあげている。

① 顧客システムの性質

② 顧客システムの技能 と過去の経験

③ 顧客システムの変革への準備状態

④ 変革過程に対す る顧客の期待

⑤ 変革推進者 との近接性

●

(6)計 画的 変 革 の手 続

変 革 推 進者 の採 用 す る計 画的 変 革の 具 体 的 手続 につ い て解 説 す る。 これ につ 吟 て はR .リ ピ

・ 晒 〔16〕vaよ 嬉 し く論 じ られ て い るカ・,繰 〔・2〕 に よ腰 領 よ くま とめ られ た ものが

あ る の で,そ れ を こ こに 引用 して紹介 す る。

① ク ライ エ ン ト ・シ ス テ ムの,変 化 に 対す る要 求 を明 らか にす る。

② 次 の よ うな 諸 点 に 留意 しつつ,チ ェン ジ ・エ イ ジ ェン トの援 助能 力を 評価 す る こ と。

④ ク ライ エ ン トの要 求 に対す る彼 の 能 力 お よび 関心 の もち方。

㊥ ク ラ イ エ ン ト ・シス テ ム との 関係 に おけ る,彼 の職 位 上の安 定 性。

6チ ェン ジ ・エ イ ジ ェ ン ト ・チ ーム の各 メ ンバ ー間 の 関係。

㊧ 相 異 な る諸 目的 相互 間 の両 立 可能 性 。

㊦ 利 用 可 能な 時 間。

③ 次 の 諸点 に留 意 しつ つ,チ ェン ジ ・エ イ ジ ェ ン トと ク ライ エ ン ト ・シ ステ ム との 間に効

果 的 な関係 を うちた てる こ と。

④ プ ログ ラムの編 成 お よび 実 施 に 際 しての 各 々 の役 割 。

◎ チ ェン ジ ・プ ログ ラムに おい て 要求 され る努 力 の量 と質 とに 関す る各 々 の期 待

◎ 変 化 させ うる もの の 内容 に つ い て の制 約

4
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只

e誰 が ク ライ エ ン トな のか,ま た チ ェン ジ ・エ イジ ェン トは誰 とかか わ りを もつ のか

㊧ チ ェン ジ ・エ イ ジ ェン トが提 供 す る援 助 の役 割 あ るいは 種類 につ い ての期 待

④ 次 の諸 点 に留意 しつ つ,ク ライ エ ン ト ・シス テ ムにつ い て問題 点 の診 断 を行 な うこ と。

④ 診 断 の 際 に用 い られ る諸 概 念

◎ 情 報収 集 の進 め方

6診 断 に際 しての デ ータの 使 用

⇔ 当 該 シ ステ ムの メンバ ーの 診 断能 力の 開発

㊧ ク ラ イエ ン ト ・シス テ ム の境 界 の設 定

⑤ 変 革 目標 の設 定。

⑥ 次 の諸 点に 留意 しつ つ,変 革 実 施 計 画 を定 式化 す る こと。

④ 内部 シス テ ム内 の諸 部 分 の 関連

◎ シス テ ム と外部 との 関連1

6タ イ ム ・ス ケ ジ ュール の作 成

◎ 計 画 遂行 手 続 きの作 成

㊧ 計画 につ い ての 再検 討

㊦ 実 施 にた ず さ わ る人 々の 能 力 開発

㊦ 計画 遂 行 意欲 の 開発

⑦ 次 の諸 点 に留意 しつ つ,計 画 を実 施 に うつ す こと。

④ 外 部 シス テ ムか ら与 え られ る支 援 と理 解 との確保

◎ 以 前 の段 階 でな され た行 為 の結 果 の フ ィー ドバ ック

◎ 参加 す る各個 人 あ るい は各 集 団相 互 間 の努 力 の調 整

⑧ 次 の諸 点 に留意 しつ つ,変 革 を普遍 化 し,安 定 させ る こと。

④ 関連 諸 領域 へ の変 革 の普 及

◎ トータル ・シ ステ ムに対 す る変 革 効 果 の測定

6"後 退"現 象 へ の注 目

⑨ 次 の諸 点 に留意 しつ つ,自 己 革新 体 制 を制 度化 す る こと。

④ シス テ ム構成 員 全体 に対 す る問題 探 知 能 力 お よび 問題 解 決能 力 の 開発

◎ 革 新 を 促す よ うな報 酬 制 度 の確 立

◎ シス テ ム内 チ ェン ジ ・エ イ ジ ェン トの設 定

3.コ ン ピ ュ ータ,ORの イ ノペ ーシ 。ン文献 の紹 介

コ ン ピュ ー タ,ORに 関す る行 動科 学的 側面 に関 す る研 究 は比 較 的少 な く,又 あま り知 られ て
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い ない 。 そ の為 こ こで は,本 章k・ よび 第6章 の 資料 と して役立 つ と思 われ る著 作,文 献 の 内容 に

つ い て簡単 に紹 介 す る。

(1)コ ン ピュ ータ関 係 の論 文

①E.マ ンフ ォー ド,A.ペ テ イグ ル ーの 著作(文 献 〔18〕,1975年)

大型 コン ピ ュー タの導 入 に伴 う,様 々 な意 思決定 問題 を,4社 の ケ ース ・ス タ デ ィーを も

とに,政 治学 及び 心 理学 の諸 概 念 を駆 使 して体 系 的 に分 析 してい る。 特 に トップマ ネ ジ メ ン

ト,コ ン ピュ ータ専 門 家,ユ ーザ ー部 門 の 三 者 間 での合 意達 成 の 過程 を,役 割期 待,役 割 あ

い まい さ等 の 役割 概 念 を用 い て詳 し く分 析 してい る。'

②R.ヘ ドレー の研 究(文 献 〔11〕,1970年,邦 訳 あ り)

この研 究は,あ る製 造 会社 に おけ る10年 間 にわ た るコ ン ピュー タ(IBM360)の 導 入

定 着 プ ロセ ス に関 す る詳 細 な ケ ース ・ス タデ ィで あ る。 この分析 には心 理学 的 な 概 念 的 フ レ

ーム ・ワ ーク を用 い てい る。 そ の導 入定 着 過程 に おい ては,探 索]強 化 一葛 藤 ・変 化 とい う

三段 階 の 循 環サ イ クルが 繰 返 して生 じる こ と を指 摘 してい る。 邦訳 もあ り,コ ン ピ ュー タ導

入 の具 体 的 状況 を理 解 す る資料 と して役 立 つ 。表5-2は この循 環 サ イク ル の要 約 で あ る。

w

表5-2コ ン ビ ュー.タの導 入 定 着過 程

＼ 循蓼,ク。
で き ご と の 発 隼 過 程

循 探 索

1956～59組 織 目標の殊 一 「コン ピー タの利

用に踏み切 ること 」
環

1960～62X事 業部傘下各社 におけ るコン ピュータ

1 強 化
・プ ログ ラ ムの 開発

1963～65既 存 の人為的 生産管 理 システ ムの利用の

葛藤 ・変化
失敗 が原因 となって生 じた,変 化 を促す葛藤 ≒圧 力

循

探 索
・964～65製 造の論理の癖 一 適切細 鱗 造の

探索
環

1965修 正 された プログラム用の,情 報の慎 重な収

強 化

皿
集

1965現 在の装置 は,循 環 皿の探索過程 が原因 とな

葛藤'変 化
って,負 担 過重 にな ったとい う認識

'!・

1965「 リアル ・タ イ ム ・コ ン ピ ュ ー タ 」の 導 入 勧

循 探 索
告 を実現 す るたあのデ ータ ・プロセ ッシング問題の調査

環
1965～?マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン ピ ュ ー タ ・・コ ー ス ー

皿 強 化
プ ログラムの 書 きかえ

1

岐

(出 典R.へrド レ ー,』 文 献 〔11〕,p.234邦 訳)
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③F.ウ ィシ ン グ トン の 著作(文 献 〔35〕,1969年)

コ ン ピ ュー タの 導入 が もた らす具 体 的 な 組織 体 の変化 及 び 影 響 の 内容 にっ い て豊 富 な事例

を用 い て 解説 してい る。 そ のな か で特 に,作 業 内容 の変 革,マ ネ ジメ ン ト及 び計 画 に 関す る

変 革,変 革 に よって影 響 を被 るマ ネ ジ ャ ー及び ス タ ッフの問 題 等 を取 扱 った 各 車 の内容 が講

義 の事例 資料 と して役 立 つ 。,

④J.オ ブ ラ イエ ンの 著作(文 献 〔20〕,邦 訳 あ り)

銀 行 にお け る コ ン ピ ェ 一夕導入 の組 織 へ の具 体的 影 響 につ いて第5章(PP・141～187,

邦 訳)で 紹 介 してい る。職 制 上の影 響,入 事面 へ の影 響,作 業 員 の コン ピ ュー タに 対 す る反

発 ・モ ラル の変 化 等 につ い て具体 的 に説 明 してい る。 講 義 の事例 の 資料 と して役 立 つ。

⑤L。 ウ イリア ムズ の論 文(文 献 〔36〕,1967年 邦 訳 あ り)

シス テム変 化 に伴 うマネ ジメ ン トの抵抗 につ い て,そ の問 題点 と解決 策 を提 言 してい る。

システ ム ・アナ リス トは,非 公 式 組織 を重 視 し,参 加的 ア プ ローチ を採 用 す る事 の重 要性 を

強調 してい る。

⑥R.シ ュロサ ーの論 文(文 献 〔31〕,1967年,邦 訳 あ り).

シス テム変 化 に伴 うユ ー ザ ー及 び シス テ ム ・ア ナ リス トの欲 求 不 満,葛 藤 につ い て論 じて

い る。 シス テ ム ・ア ナ リス トは,こ の心 理的 問 題 に対拠 す る為 に,モ チ ベ ーシ ・ンの概 念 と

学 習 の 概念 とを良 く理 解 して い なけ れば な らな い と指摘 してい る。

⑦C.ア ー ジ リス の論 文(文 献 〔1〕,1971年)

MISの 設 計 と導 入 に お い てORチ ー ム とマネ ジ ャー との間 に み られ る相 互 不 信感,ス ト

レス につ い て分析 してい る。 そ れ を克服 す るには,両 者 が互 い に対 人 関係 能 力 を高 め る事 が

必要 で あ り,そ れ には 行 動科 学 知 識 の活用 が 役立 つ と して い る。

⑧B.ボ ワ ァー とJ.セ フ ァー トの論 文(文 献 〔8〕,1965年)

顧 客 部 門 の各 階 層 の マ ネ ジメ ン トの行 動様 式 やそ の権 限 が,新 シス テ ムの 導入 に及 ぼす 影

響 につ い て分 析 して い る。 そ して新 シス テ ムの導入 定着 の各 フェ ーズ に おい て,シ ステ ム ・

アナ リス トが そ れぞ れ の マネ ジ メン トと どの よ うに協 働 をな す べ きか に つ い て論 じて い る。

よ くま とま った論 文 で あ る。

(2)OR関 係 の論 文.

⑨A.ル ー ビン シ ュタ イ ン,M・ ラ ドナ ー他 の研 究(文 献 〔22〕,〔25〕,〔26〕,〔27〕)

ノ ース ウェス タ ン大学 の研 究 グル ー プに よる一 連 の研 究 で あ る。 彼 等 はOR活 動 に 関 して

最 も組 織 的な 研 究 活 動 を行 って きてい る。 そ の研 究 目標 は 次 の2つ に要 約 さ れ.る。

④OR導 入 定着 過 程 に おい て,フ ェ ーズ か ら次 の フ ェーズ に移 る為 に必 要 な 条件 を見 い
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出す 事。

㊥.お 舳 のの。。一ズ憶 いて・Rグ 〉・一プの瀕 の有効枇 影響す。要因を幽 拍

車 。

この為 に い ろい ろな 調査,分 析 が お こ左 われ,一 連 の概 念 モデ ルが提 唱 されている。図5-

5ば れらを総合 したOR醐 のモデルである・OR活 動の発展に影響す敏 きな要因とし

て次 の ものが 指 摘 さ れ て い る。

④

⑰

◎

e

有 効 性

糸

条 件

⊥_⊥
l

lラ イ フ ・サ イ ク ル
1

に お け る フ ェ ー ズ

L__一__一 一__

ORに 対する組織外

の者の行動
特

ORに 対 す る マ ネ ジ

メ ン トの 行 動

{

ー

ー

I
I
」

⇔

事

ORに 対する組織外ORに 対するマネジ

の者の態度 メン トの態度

図5-50R活 動 導入 の一般化 モデル

(出 典 ・M.ラ ドナ ー とN.ペ イ カ ー,文 献 〔26〕,P.B-510)

マ ネ ジ メ ン トの 支 持 レベ ル

顧 客 の受 容性

OR/MSグ ル ー プ ・メ ンバ ーの組 織 的 ・技 術的 能 力

OR/MSグ ル ー プ の組 織 上 の位 置
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㊧OR/MSグ ル ー プ とそ の リーダ ー シ ップ の組織 へ の影 響

㊦OR/MS活 動 の 評判

㊦ リソ ースの適 切 さ

㊧ プ ロ ジ ェク トの組 織 ニ ーズ に対 す る適 切 さ

⑨ 組 織 内vateけ るOR/MS活 動 の 反 対 レベル

㊧ 組 織 にk・け るOR/MS活 動 の成 功 レベ ルに つ いて の一般 的 認 識

⑩L.シ ュル ツ とD.ス レ ビン線書(文 献 〔30〕,1973年)

OR活 動の 実施 化 に 関 す る15編 の論 文 を収 録 してい る。論 文 内容 は,理 論 調 査研 究,

実験,ケ ース ・ス タデ ィの4つ の 章 で 構成 され てお り,OR活 動 の研 究 の 概要 を知 る事 が可

能 で ある。

⑪ 川 瀬 ・根 本 の研 究(文 献 〔13〕,1977年)

OR導 入 定着 過 程 の各 フ ェーズ に おいて,ORリ ーダ ーに必要 とされ る諸 能 力 の相 対 的重

要 度 を 分 析 し,導 入 期 では 技 術 的能 力が,過 渡 期,成 熟期 とす すむ につ れ組 織 的能 力が よ り

大 切 に な る とい う結論 を尊 びい てピ る。.

⑫ 根本 の研究(文 献 〔19〕,1977年)

日本 の 石油 会社2社 に おけ るOR導 入定 着過 程 に関 す る実際 のケ ース ・ス タデ ィの成 功例

を紹 介 してい る。 そ してそ の2社 を一 定 の概念 的 フ レー ム ワーク の も とで比 較分 析 を行 な い,

OR活 動 の望 ま しい導 入 の あ り方 に つ い てい くつ かの提言 を行 って い る。

⑬Lヴ ァー テ ィン ス キ ー とR.バ ー スの研 究(文 献 〔33〕,1972年)

発 展途 上国 にk・byるOR活 動 の 普 及 と実 施化 にk・け る実 証 的 な研 究 で あ る。.マネ ジ メ ン ト

を 中心 と した イノペ ー シ ・ン ・モ デ ルが 紹 介 され て お り,そ のモ デ ルの 各要 因毎 に分 析 ・検

討 が加 え られ てい る。
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第6章 情報処理における人間的諸問題

キ ー ワ ー ド

人 間 的 問 題(humanfactorsindataprocessingfield),情 報 処 理 部 門 の 特 質(features

ofdateprocessingdivision),課 題 訓 練 の や り方(methodofcase-training) ,グ ル ー プ

内 組 織(grouporganizationforcase-training),輪 講 の や り方(readingassignment),事

例 紹 介 の や り方(casepresentation)

P 目 標

前章 ま でに 解説 して きた事 柄 と,情 報 処 理 め実 務 と を,具 体 的 に結 びつ け て理 解 させ ,実 際 の

場 面 で,そ の知 識 を役立 たせ られ る よ うにす る ことで あ る。

勿 論,さ らに学 ぶ べき こ とが 沢 山 あ り,こ こま でに学ん だ こ とは,ほ ん の入 口 にす ぎな い こ と

も自覚 させ る。 そ の た め には.人 間 的 な事 に対す る関心,す な わ ち人 間 を大 切 にす るとい う態 度

を養 い保 つ よ うた しむ け るこ とが 大切 で あ る6

情 報処 理 シス テ ム は,他 の 技 術 以 上 に 日常人 間 に積 極 的 に関孫 を持 ち,働 き かけ て くる もの で

あ る。だ か ら,情 報 処理 では 一 見 コ ン ピュ ータが 主役 で あ る よ うな錯 覚 に 陥 い りゃ す い。 しか し,

そ の シス テム を作 るの も,運 用 す るの も,使 用す るの も人間 で ある。

そ うい う人 達 の間 や シス テ ム との間 に生 ず る人 間的 問 題 は,沢 山 あ りま た 多様 で変 化 も してい

く。 そ うい う問 題は 難 し く,解 決 の 努 力 を し な け れ ば な らな い。 しか し解決 で き る もの だ,と

い う感 じを持 って も ら う こと で あ る。 そ のた め に,心 理学 ない しは行 動科 学 の ア プ ロ ーチ が有 力

な手段 の ひ とつ とな る こと を知 って も らえれ ば,成 功 と言 え る。

内 容

6.1人 間 的諸 問題 への 理解

実 務 上の い ろい ろな入 間 的 問 題 を と りあげ,心 理 的 な分析 お よび 理 解 が,ど の よ うな 点で必 要

な のか を具 体 的 に示 す。 実 際 的 な 解 決 の手 段 を,未 だ 明確 に提 供 で きな い もの の方 が 多 いか も し

れ 左 い が,心 理 学的 な ア プ ローチ が,正 しい解決 方 向 に導 くもの で あ る こ と を強 調 して お くぺ き

で あ る。

ま た,将 来 の情 報 処理部 門 が 遭遇 す ると思 われ る人 間的 問 題 に つ い て も指摘 し,何 らかの 準 備

を開始 す る ことの必 要 性 を示唆 す る。
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① 人 間 的 諸問 題 の重 要 性

(a)情 報 処 理部 門 の特 質

情 報 処 理部 門は,お お よそ 次の よ うな特 質 を持 って い ると言 え る。 これ らにつ い て,少 し

具体 的 に 説 明 を加 え て お くこ と。

① 情報 処 理 シス テ ムの機 能 は,企 業(組 織)全 体 に組 織体 に も個 人 に も,そ してい う い.,

う な
.1/ベル で直 接 的 に 影響 を与 え る。 四 六 時 中継 続 的 で あ る場 合 も多 い。,。

② 情 報処 理 シ ステ ムを企 画 してか ら,運 用 ・維 持 してい くま で には,数 多 くの ス テ ップ

が あ り,そ こで は多 様 な 職務 を乱 れ る ことな く きちん と遂行 して いか なけ れば な らな い。

③ 情 報処 理部 門の 要 員 は,し たが っ て,資 質 に おい て も果 す べ き機能 に おい て も,極 め

て 多様 で あ る。

④ 少数 の要 員 で,こ れ らの職 務 を適確 に行 ってい くた め には,多 くの 主要 業 務 に つい て

通 暁 してい る必 要 が あ り,ま た 強 力な チ ーム ワー ク を維 持 で きな け れば な らな い。

⑤ ソフ トウ ェア,ハ ー ドウ ェア の 両面 に おい て,技 術 進 歩 は 著 し く行 われ 続 け てお り,

これ に絶 え ず追 随 で きて いな け れば な らない。

(b)最 近 ク ローズ ア ップされ つ つ あ る問 題

情 報処 理 シス テ ム に期 待 され る もの は,時 代 的背 景 や企 業 の環 境 に よ って違 う。 こ こ数 年

来 一 般的 傾 向 と して 出 て きた問 題 点 を,ひ とつ の見 解(例)ど して示 して お く。実 際 には,そ

の研 修 の場 に適 した 事 項 を選 ん で 表現 す る必要 が あ る。 、'、

① 情 報 処 理 シス テ ム も,経 営管 理 の道具 と して有 力 な もの で あ る こ とが,は っ き り認 め

られ る よ うに な って きた。

そ れ だけ に,期 待 も大 きい し,評 価 もきび しい。 ま たそ れ だけ 多 くの組 織 や 個人 に影 響

,を一与え る ことに・な る。

② 基 礎 的 デ ータ 処 理 の た めの シス テ ム開発 は終 りジ 既 に 定 着 して き た 。最近 は,オ ン

ラ イン化 ・綜 合化 あ るい はデ ータベ ース 化 とい った方 向 へ の仕 上げ が急 が れ てい る。

しか し,こ の 次 に 来 る もの は 何 か,そ れ を ど う評 価 し,い か に開発 ・導 入 してい くか。

③ 要 員 の増 加 と,質 ・量 の ア ンバ ランスが 生 じて い る所 が 多い 。 拡 大 に拡 大 を重 ね て き

た コ ン ピュ ー タ部 門 で は,要 員 をか か え込ん で しま ってい る こ とが あ る。 そ こで成 長 して

きた人 々を ど う扱 っ てめ くか 。,、

④ 経済成長の鈍化吟 デ「タ処理の量的拡大ρ理由を無 くした。

⑤ い わ ゆ る合 理 化 が持 って いた 正 義性 が危 う くな って きた 。

経 済 成 長 鈍 化 もそ の一 因 て あるが,労 働 事情(高 令 化 社 会 への 急 速 タ 移行)の 変 化 か ら,

「コ ン ピ ュー タで で きる こ とは,何 ん で もコ ン ピ ュータ にや らせ よ・う、」あ るい は,「 コ ン
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ピュ一 夕を使 う こと で,局 部 的 にで も採算 が向 上す る業務 は
,全 て コ ン ピ ュ ータ化 の対 象

に しよ う 」とい う考 え 方 は,そ こに働 い てい る人達 に と って,い ろい ろな意 味 で危 険 を感

じさせ る。

(c)問 題 の性 質

上述 した よ うな問 題 は,い ず れ も人 間的 要 因 だ け を取 り除い た だけ で解決 す る ものでは ない

が,入 間 的 要 因 を無 視 した ら絶対 解 決 で きな い もの で あ る。

特 に,最 近 は 時 と と もに,人 間 的 要因 の影 響 が強 くな りつ つ あ り,問 題 解 決 の 中心 は 人 間

の 問 題 で あ る と言 う こと もで き る。

そ の よ う左状 況 の中 で,最 も重要 なの は,こ の ような 人間 的 問題 に も関心 を持 ち,ま た解

決 の工 夫 が で きる情 報 処 理 技 術 者 お よび管 理者 の 育成 で あ る(こ こで も う一 回 ,動 機 づ け を

強 化す る こ と)。

② 問 題 の具 体 的紹 介"ttt・t,'

(a)問 題 の リス トア ップ

第1章 参考1に 掲 げ た 問題 につ い て,そ れぞ れ 具体 的 な説 明 をつ げ て紹 介 す る。

(b)い くつ か の例 に つhて の詳 細 解説'

問題 テ ーマの 中 で,主 要 と見 なさ れ る もの につ い て は,相 対 的 に詳 細 に解説 を す る こ と。

主 要 な もの とは,次 の観 点 か ら選 択 す る こと が でき よ う。

① そ の時 の 一般 的 世 間 情 勢

② 研 修 者 の所 属 してい る組織 体 の 特質

③ 研 修 者 の 立場 に よる興味 お よび 関心 の 方 向

講師 側 は,事 前 に研 修 者 の こ とを知 ってい な けれ ばな らな い。 そ うす る こ とに よって
,ア

ダ プテ ィブ にテ ー マ お よび 内容 を変 え て い くよ う工 夫す る。

6.2問 題 の解 決 につ い て一 課 題 訓 練

課題 訓 練 を,こ の単 元 の しめ く く りの意 味 もこめ て実施 す る。 前 章 ま で で も,適 当 な機 会 を と

らえ て,討 議 お よび 演 習が 行 われ るわ け だが,こ こでは で きるだけ い ろ い ろ な要 素 が複 合 した問

題 を扱 ってみ る。,・

テ ーマは,前 節 で主 要 な 問 題 と して選択 され た もの の 中か ら
,さ らに選 ば れ た もの で あ る。

方 法 は い ろい ろ ある(以 下 に述 べ る方 法 は,前 章 までの討 議 や 演 習の や り方 に も適 用す る)
。

で きれ ば以 下 の 方法 の うち,(1)の 方 法を 実施 す るの が,最 も望 ま しいが,研 修 の 条件 に よ っては

(2),(3)の 方法 が と られ るの は やむ を得 な い。

(1)研 修者 自身の問 題 に よる方 法.… 、
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(a)テ ーマの 選択

問題 のテ ーマ の選 択 は,予 め研 修 者 か ら提 出 され た 問題 点 リス トか ら行 う。

問題 点 リス トを作 成 す るた め に は,次 の い くつ か の方 法 が あ る。

① 事 前 に レポ ー トを提 出 させ る

この場 合,レ ポ ー トの 目的 ・書 き方 な どを よ く知 らせ てお くこ と。

② 面 接 を行 い,い ろ い ろな 会話 か ら問題 を聞 き出 す。 適切 な 問題 と思 わ れ た場 合 に,レ

ポ ー トの 作成 を依 頼 す る。

③ 講 師 側 が,い くつ かの テ ーマ分 野 を指 定 し,そ の 中 には て は ま る経 験 お よび 問題 意識

に つ い て,レ ポ ー トを作 成 さ せ る。

簡 便法 と しては,関 心の あ るテ ー マ をそ の中 か ら選 ばせ,数 行 の コ メ ン トを させ る。

問 題 の選択 は,必 ず し も多 くの研修 者 が 関心 を持つ こ とをそ の基 準 とす る ことは ない。

講師 側 の問題 意識 に よ る積極 的判 断 に した が っ て よい。

(b)研 修 者 の 問題 に よ る課 題 訓練 の手 順

「一一ーーーー一一 ・

:
:
:
;
;
1
:
:
:
|
L.__________________

PARTI

①
問 題 の 発 表(説 明)

↓
一 ー ー－T

②
問題についてのi基本的質疑

「

」

l
l

③

グ ル ー プ 討 議 ・ 研 究

↓
⑤
討 議 ・研 究 結 果 の 発表 ㎡

④
レ ポ ー ト の 作 成 1

|

↓ 一_________________ユ

⑥
全 体 討 議 ・ 講 評 PART皿

●

¶

図6-1課 題 訓 練 の 一 般 手 順

① 問 題 の発 表(説 明)

選 択 され た問 題 の 提 供 者 に,自 分 が 用意 した レポ ー トに した が って,具 体 的 にそ の 内容

を説 明 して も ら う。

問 題 が,前 項 の ③ の 簡便 法 に よって 作 られ た リス トか ら選 ば れ た場 合 は,講 師 の オ リエ

ンテ ー シ ョン だけ とな る。

② 問題 につ い て の基 本的 質 疑

問題 の 整 理 が な さ れ て い ない 場 合,そ の 問題 の解 決 の 目的 ま た は方 向 づ けが で き る程 度

感
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の質 疑 応 答 お よび 講 師 の コ メン トを行 う。

③ グ ル ー プ討議 ・研 究

これ が主 要 部 分 で あ る。 使 用 可 能 な 時間 数 に よ って,や り方 が異 るか ら,時 間 はは っ き

り指 定 してお か な けれ ば 左 らな い 。

グ ル ー プの 人数 は,5名 程 度 が よい。 も し研 修者 の数 が多 けれ ば,い くつ か の グ ル ー プ

とな る。

グ ル ープが複 数 に な る場 合 は,

・ 各 グル ープ と も同 テ ーマ

・ 各 グル ー プがそ れ ぞ れ別 テ ーマ

の二 つ の方法 が あ るが,間 接 的 にせ よ,短 期 間 にい ろい ろな こと を知 るには,後 者の 方 が

よい よ うに思 われ る。何 回 か,こ の種 の訓 練 の チ ャンス が あ る場 合 は前 者 の 方法 を とる こ

とに な ろ う。

後 者 の 場合,各 グル ー プに問 題提 供 者 を メ ンバ ー と して加え る よう配 分 す る こ とが 可 能

で ある。 問 題 の内 容 につ い て,上 手 にか つ 偏 らず に情 報 を出 して もらえそ う左 場 合 は,グ

ル ープ ご と に この 方法 が とれ る。 そ うで 左い 場 合 は,問 題提供 者 の レベ ル を越 え た討 議 結

果 が 出 ない お そ れ が あ る。

④ レ ポ ー トの作 成

発 表 用 の レポ ー トお よび ビラ な どを 用 意 させ るの が よい。 レポ ー トは,後 日の た め の蓄

積(研 修 者 に と って も,講 師側 に と って も)ど な る。

レポ ー トの お よそ の分 量 は指 定 す る。 また発 表 時間 も どれ だけ か を明 示 して お き,そ れ

に 合 っ た準 備 を させ るの も,訓 練 の重 要 課 題 で ある。 レポ ー トの書 き方 も同様 。

⑤ 討 議 ・研 究 結果 の発 表

準 備 された 材 料 に した がい,グ ル ープ の 代表 者 に 発表 を行 わせ る。 発表 の仕 方 も訓 練 対

象 の一 つ と して よい。

⑥ 全 体 討 議 ・講 評

講 師 お よび 他 の グ ル ープの メ ンバ ー全 体 を加 え て,質 疑 ・討 議 を一 定 時間 行 わせ る。

最 後 に,講 評 と して簡 単 な ア ドバ イス を 行 う。 そ の内 容 と して は,学 習効 果 が 最 も高 ま

る よ う心 理的 配慮 が 左 され てい るこ とが望 ま しい 。

(c)注 意事 項

① 全 体 の 時 間配 分

1テ ー マ ・1グ ル ープの 場合 は,PARTIに2時 間,PART皿 に3時 間 か ら12時 間

が 実 行 上適 当 な時 間数 で あ る。
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=複数 グ ルー プの場 合 は,PARTIの 所 要 時 間が そ の 数 に比 例 す るの で,か な りの圧縮

をせ ざる を得 な くな る だ ろ う。

PARTIは,研 修 コ ース の通 常 時間 帯(ク ラス時 間)で あ る とす れ ば,PART■ はそ

の 外 の 演 習 な い し自習 の 時間 に相 当 す る よ う配 分 しな い と,時 間 数 に対 す る圧 迫 が大 き く

な る。

② グ ル ープ 討議 ・研 究 時 間 中の 指 導

講 師 は,1時 間 に1回 程度 グ ル ー プの 研修 現 場 に顔 を 出す ことが望 ま しい。 そ の主 な 目

的は

・ 研 修老 のパ ー ソナ リテ ィ,能 力 な どを観 察す る… ・・'講師 の 自己啓 発

・ 研 修 者が 積 極 的 に要求 した情 報 を
,可 能 な限 り研修 を ミス リー ドした り甘 くな った

り しない 程 度 に提 供 す る。

・ なか なか討 議 ・研 究 が 軌道 に 乗 らな い グ ル ー プ に対 しては
,あ る程 度 の し り押 し も

や む を得 な い。 た とえば,討 議 の進 め方 の ス テ ップ分 け,討 議 の 要点 な どに つ い て。

③ グルー プ内 組織 につ い て

理 想 的 には,グ ル ー プを編成 す るだ け で,以 後の や り方 に つい ては,何 も コ メ ン トを し

な い 方が よい。

自然 に グル ー プ内が どの ように組 織 化 され てい くか を観 察 し.そ の結 果 を ま と めて最後

に適 切 に説 明 で きれ ば,極 め て生 きた 例 とな る。

しか し,そ れ が 著 し く非効 率 と思 わ れ る場 合 には,グ ル ー プ リーダ ーの役 割 をお 拾 よそ

決 め て お き,最 初 に グ ル ー プ・リーダ ーを何 らか の方 法 で選 出す る よう指導 す る。 ただ し,

そ の場 合 は 問題 提供 者 が グル ー プ リ ーダ ー(お よび発 表 の と きの 代 表 者)と な らな い よ う

併 わせ て注 意 して お い た方 が よい だ ろ う。

④ 問題 テ ーマ が 非常 に大 きい 場 合

あ ま り大 きな テ ーマ で,与 え られ た時 間 内 では,ほ とん ど有益 な結 果 が得 られ ない よ う

な もの は,テ ーマ と して選択 しては な らな い。

この よ うな 大 テ ーマ は,数 十時 間以 上 を使 うこ との で きる,本 格的 な研 究 が 行 え る とき

に扱 う ことに す る。

(d)ポ イ ン ト

課題 訓練 の 意 味は,問 題 とな った テ ーマ に つ い て,な ん らか の 知見 ・経 験 ・結 果 を得 る こ

とに あ る。 しか し,こ れ は表 面 的 なね らい で あ って,グ ル ープ研修 に よっ て新 な 人 間関 係 を

形 成 し,そ の 中 で一 つ の こ とを ま とめ て い く過 程 を身 を も って体験 す る ことに.も大 きな 意義

が あ る。
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(2)文 献 に よる事例 研究 一 輪講

(a)テ ーマの 選択

講 師 が予 め 準備 した,文 献 ま た は論 文 の リス トか ら選 択 され る。

選択 お よび 割 当 て には 次 の方 法 が あ る。

① 研 修 者 ま た はそ の グル ー プに,ラ ンダ ム に割 当 て る。

② た とえ ば(1)(a)③の 簡 便法 のよ うな こ とを事前 に行 っておい て,研 修 者 の個 人 ま た は グ

ル ープの 関心 に 合 わせ る。 ・

③'リ ス トを提 示 して,研 修者 の希 望 に したが う。

④ 講 師 か ら見 て,適 切 と思 われ るテ ーマ を,グ ル ー プ ま たは 値入 に割 当 てる。

それ ぞ れ 意 味が あるの で,そ の時 の 雰囲 気 や準 備 した テ ーマに よっ て,適 切 な 判断 を下 す 。

(b)輪 講 に よ る課 題 訓 練の 手順
」

,〆

① グル ー プ(個 人)に よ る精 読

時 間 的 に 余 裕 が あ れ ば,そ の 文 献 の 参 考 文 献 に つ い て も,あ る程 度 あ た らせ る こ と が 望

ま しい 。

「一ー一一ー ーーー 一一一一ー一一一一ー一一「 「一

文 献 の 割 当 て 異 見 .ブ(㊥ に、る精読

表』

i
L______一.__一 一.________」

PARTI

③
発 表

↓
④
全 体 対 議 ・ 講 評

②
要点のまとめと意見書の作成

PART五

運
璽

図6-2輸 溝 の ・一 般 手 順

e

膚

グ ル ープで行 う場 合 に は,少 くとも最初 に割 当 て られ た文 献 は全 員 が読 まな け れ ばな ら

な い。

ス テ ップ②以 降 につ い ては,前 項(1)の(b)③ ～ ⑥ を参 照 の こと。

(c)注 意 事 項 ・'

問題 を 生 に経 験 してい る人が い ない か ら,細 部 に わ た って は論 じ られ ない 。 す な わ ち,隔

:靴掻 痒 を感 ず る こ とにな ろ う。・ま・た これ を補 うた めの 講 師 側 の役 割 も,あ い まい にな る こ と

に注 意 しな けれ ば な らな い。

また,単 に文 献 の表 面 的 なま とめ作業 と して実 施 され る傾 向 が生 ず るの で,こ れ をい か に
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して間 接体 験(二 次 体験)と して身 に つ け させ るか が,グ ル ー プ討議 時 の 講 師側 の チ ェ ック

ポ イ ン トで あ る。 何 が どの よ うに分 つだ の か は っ き りさせ る。

そ の他 の 注意 点 につ い て は,(1)の(c)参 照。

(3)事 例 紹 介 一 講 義 と意見 交 換

講 師 が準 備 した 事例 を紹 介 す る。 どの よ うな テ ーマ の もの にす るか は,前 項(1),(2)の 場 合 と

同 様 で あ る。

この 方法 では,グ ル ー プに よる組 織 活動 が 体 験 で きない 点 が,大 きな 欠 点 で あ る。 この欠 点

は他 の機 会 に 補 う よ うに な っ てい な け れ ば な らな い だ ろ う(第 五部 の 中 でな くて も よい)。

一 方 的な 講義 に しな い ため
,他 の講 義以 上 に,研 修 者 との,お よび 研 修 者 間 での 意見 交換 を

活 発 に行 わせ る よ う心 が け る こ と。

`

、9

指導上の留意点

この章 の 前 半 は,問 題 の紹 介 で あ り,後 半 は課 題 訓 練 で あ る。 研修 のス ケ ジ ュ ール も この よ う

に して行 う。

この章 に関 す る留 意点 は次 の とお り。

(1)研 修 者 が 自分 で考 え て結 論 を出 してみ る,と い うこ とが最 も大 切 な こ と と して配 慮 す る こ

と。 したが って,'き ちん と 自分 の 問題 に よ る課 題 ∂1練が で きな い場 合 は,意 見 を 出 させ る とい

うこ とを積極 的に 行 わ な けれ ば な らな い。

(2)前 半 で紹 介 され る問題 点 に は,第5章 まで の 説 明 で もと りあげ られ てい る もの も あるの で,

それ につ い ては,こ こで は省 略 して よい。

問 題 の 紹介 にせ よ,課 題 訓 練 に せ よ,第5章 ま でに,適 切 な形 で 組み 込 まれ 実施 され ていれ

ば,こ こ で改 め て と りあげ な くて もよい。

(3)心 理学 の応 用 や行 動 科学 の扱 う問 題 には,常 に前 提 と環 境 が大 き く もの を言 う。 我 々に と

って,最 も基 本 的 な 前提 と環 境 は,日 本 人 と して の 生活 お よび 日本 的 風土 で ある。

した が って,こ れ らの理論 お よびそ の応 用 は,日 本の 実状 に合 った もの でな け れ ば な らな い

ことは 明 らか で あ る。 しか し,参 考 文 献 や 参考 書 で も明 らか な ように,欧 米 の もの,ま た はそ

の 流 儀 に したが った もの が殆 ん どで あ る。

日本 独 自の もの を大 切 に しな け れ ば な らな い。 日本人 に よる 日本 の研 究 を 第一 に尊 重 す る こ

とに よ って,な るぺ く 日本 の 実情 の理 解 とそ れ に適 した アプ ローチ を したい 。

ま た,我 々 も含 め,研 修者 が心 理学 や 行動 科 学 に積 極的 に関心 を持 つ ことに よ って,日 本 人

の た め のい ろい ろな研 究 や建 設 的 な 事 例 が積 み 重 ね られ,役 立 つ よ うに な る ことが 期 待 され る。

?

写
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参 考

前 の各 車 お よび 本章 末 に,事 例 と して と りあげ るの に参 考 に な る もの を載 せ た文 献が,多 数 掲

げ られて い るの で,こ こでは 改 め て事 例 を 紹介 しな い。主 に,将 来 の情 報 処理 お よび情 報 処理 部

門 の あ り方 を考 え るの に,参 考 に 在 る と思 われ る記 事 お よび資 料 を簡単 に記 した。

と

¢

■

己

1.EDP部 門 管 理者 の心 得

R.L.Nolan〔25〕 は,EDP部 門 の管 理者 に も大 きな 悩み が あ る こと を示 してい る。 これ ら

の 悩み の主 な 原 因 は,次 の 二つ で あ る と指 摘 して い る。

Nalanは,

べ きか を,実 際 的 な方 法 で示 して い る。

以 下,主 要 点 を紹 介 して お く。

(1)革 進の 推 進 者(旗 頭)と して

新 しい シス テ ム の実施 化 は,既 存 の組 織 ・機 能 に大 きな 変革 を 強 い る こと で あ る。 シ ステ ム

開発 チ ーム は,革 命 の実 行 を まか され た部 隊 で あ る。 シス テム開 発計 画 お よび シス テ ム運 用管

理は,こ の点 を充 分 自覚 した 上 で行 わ なけ れ ばな らな い。

全 ての ア プ リケ ーシ 。ンは,関 連す る部 署 お よび個人 の 組 織的 変 化 が,円 滑 に仕 上 げ られ る

ことに よ って の み成 功 す る。

EDP部 門 の 管 理者 は,変 革 の 旗頭 と して次 の こ とに 留 意 し,常 に 反 省 してk・く必要 が あ る。

す な わ ち,シ ス テ ムを新 た に実 施 化 す る とい うこ とは,次 の こ とを意 味 す る。

① 技術 の 適 用 に よ る変 革 で あ る。

② 新 しい 作 業 の 発生 と,古 い作 業 の 消 滅 を もた らす。

③ 情 報 の 伝 達 と意 思 決 定 中枢 の構 造を変 化 させ る。

④ 関係 す る人 間 に 対 して,機 能 ・態 度 ・働 き方 の変 化 を求 め る。

① トップ マネ ジ メン トの誤 っ た扱 い

・ 少 くと も技 術 者 で あ るの と同程 度 に管 理 者 で あるべ きだ とい うこ とを見 落 してい る。

・ これ以 上 昇進 で きない 最 終 ポス トだ と.見な して い る。

・ ことが うま くいか な か った と きの 身代 りにす る傾向 が あ る。

②EDP管 理 者 の認 識 不 足

自分 の 開発 した ア プ リケ ーシ ・ンが,企 業 全 体 に大 きな影 響 を与 え る もの だ とい うこ

と を,よ く認 識 して い ない 。

・ 全 体 あ るいは部 分 的 に,組 織 運 用 の しか た を混乱 させ る よ うな こ とをや ってい る。

自分 が,変 革 の 推進 者 で あ る とい うこ とを 自覚 していな い。

この よ うな 状況 が どの よ うに して発 生 す るのか,そ して そ れ を避 け るには どうす
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(2)リ ーダ ーと しての 要件

① 新 い(変 化 と傾 向

■

部 下 の持 つ 資質 が 多様 で あ る。

運用 の複 雑 性 とス ケ ール の 拡張 に よ り,管 理 階 層 が 多 くな って きた 。

責任 分野 が 拡 大 してい る。

扱 う予 算 額 は,全 社 的 にみ て も大 き くな って き てや る(売 上 の1%に も及ぶ 場 合 が あ

る)。

これ らの変 化 の結 果,EDP部 門 の リーダー シップは複 雑 な ものにな って きた
。 しか し,.上 層

部 は,コ ン ピ ュー タ技術 の予想 以 上 の 発展 の 勢 い の ため,こ の意 味 す る と ころを充 分 に理 解 し

きれひ パ 鱗 ㌘ ンピー タ枝輪 よる改善から綱 的測 点を得・うとす・と・他の

多 ぐの革 新 が一与え る よ り もず っ と早 いペ ニス で,組 織 全 体 に変 革 を強 制 す る。 そ して,そ の 変

化 の影 響 が 完 全 に組 織 に よって吸 収 しきれ な い のが 一般 で あ る。 特 に 重要 な のは 上層部 が そ れ

につ い てい け な い こ とで あ る。

②EDP管 理 者 に要 請 され る こ と'"

・ 技 術 が 重 視 され る時 代 は 去 った
。

・'コ ン ピ ュー タ利 用の技 術 の 多様 化 に と も左い
,シ ステ ムの構 成 力 とそ の た めの アプ ロ

ーチが 求 め られ る ように云
った。

・ いわ ゆ る管 理 能 力の重 要 性 が 増 大 して きた
。 多様 な 機能,多 様 な要 員の 管 理 の ため に

は,他 の部 署以 上 に これ が必 要 と な る。 一 般 に部 門 の大 きさが 大 ぎい ほ ど
,技 術的 能 力 に

対 す る管理 能力 の比 重 が大 き くな る。

勿論,コ ン ピ ュ ータ技 術 の動 向 を よ く理 解す る こ とは,優 秀 なEDP管 理 者 に と っ て本質 的

に必 要 な こ とで あ る こ とに変 りは な い。 しか し,こ れ は 一 つの 要 素 に しか す ぎな い。 』 ン ピ ュ

一夕 ・サ イ エ ン テ ィス トの よう な 高 度 の エキ ス パ ー トで あ る必要 は な い
。 管 理 上の技 術 ・能 力

要 素 の 方が 数 も多 く,そ れ ぞ れ の技 術 上の こと と同 じよ うに重要 で あ る。

役割を効果的に果すためには,EDP管 理者は自分の会社についてよく理解 していなければ

な らな い。 変化 に対 す る許容 度,競 争 的環 境 な どで あ る。 また ビジ ネス に おい て コン ピュ一 夕

パ か に利取 れ るか に つ い て・ い ろい ろ搬 能 拠 当 してい る他 の 頒 の管 理者 に,手 ぎわ

よ く継 続的91ik育 す る必 要が あ る。

この ような 仕 事 の 大 きさが よ く認 識 さ れ てい る企 業 では ,EDP部 門 の管 理 者 の位 置 づ け は

高 い。 そ こでは ま たEDP業 務 も相対 的 に よ り良 く実 施 され てい る。

(2)念 頭 に置 くべ き こと

① トップマ ネ ジ メン トの義 務"'-'
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・EDP管 理 に お・け る課題 を よ く理 解す る こと。

・EDP管 理者 が 始 め な けれ ばな らな い変 革 が,適 切 に 行え る よ うな組 織 風土 を創 り出

す こと。

②EDP管 理 者 の義 務

も っと広 くもっ と経 営 的 な 視 野 を持 つ ことで ある。EDP管 理者 は 組織 体 に お け る変 革 の

中核 で あ る。 また どん な利 用 法 が ある か とい う実 用的 な 目的 とは無 関 係 に コ ン ピ ュ ータ技 術

は進 歩す る。 この と きEDP管 理 者 の役 割 とな るのは,次 の こ とで あ る。

・ 組 織体 の ニ ーズ と新 しい コ ン ピ ュー タ技術 を結 び つけ る こと
。

・ 進歩 した技術 に よ り可 能 と され る組織 的 な変革 を,い か に うま く実 現す るか に よっ て,

彼 の 管 理 者 と して の評 価 が 決 ま るとい う こ とを 自覚 す る こと。 ただ し,こ れ は 技 術 の 知識

を 自 ら使用 す る とい う こと では な い。

・ ーコ ン ピ 三一タ ・ア プ リケ ー シ ョンカ鋤 き出 した と きに
,必 要 と な る組織 的 変 革 を成 就

す る こ とが基 本 的 な責 任 で あ る こと。

・ コ ン ピュー タ機 能 は サ ー ビス機 能 で あ り
,利 用 され ない サ ー ビス は 無 価値 で あ る こと。

・ バ ラ ンス の とれ た ア プ リケ ーシ ョンの リス トア ップ とそ の 評価 づ け を して お くこ と。

ヨ

メ

2.コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの 次 代 の形 態

F.G.Writhington〔36〕 は,近 い 将 来 の コン ピュ ータの 利用 形態 と,そ れ に よる影 響 を,お よ

そ の 次 の よ うに述 べ てい る。

(1)1974-82:第4世 代 情報 管理 人 の時 代

情 報 の収 集 伝達 網 が 完備 して く ると,デ ー タの や りと りは非常 に早 くな るが,処 理 そ の もの

は基 本的 に はバ ッチ処 理 の 結合 で あ り,そ の サ イ クル は短 か くな った と して も,本 質 は変 わ ら

ず そ れ ほ ど有 効 で もない。

そ こで,デ ー タベ ース の 開発 と,デ ー タベ ース を基 礎 と したア プ リケ ーシ ・ンが 求 め られ る

よ うにな って きた。

ハ ー ドウ ェア 面 で は,非 常 に融 通 の き くサ テ ライ トコン ピュータや イ ンテ リジ ェン ト ・タ ー

ミナ ル が,単 能 端 末kと っ て替 る。 セ ン タ;の コン ピュー タは,い わ ゆ る仮想 コン ピ ュー タの

テ クニ ック で,い ろい ろな 使 わ れ方 をす る よ うに な る。 す 左 わ ち,デ ータ の綜 合 集 中 管 理 と,

特 に 高 度の 処理 を必 要 とす る仕 事 を分 担 す る こと にな る。

マ ネ ジメ ン ト機能 は再 び 分散 さ れ る。 た だ し物 量 の管 理 は 中央 に集 中 され た ま ま に な る だ ろう。

この ことは,必 要 な情 報 が必 要 な 所 に徹 底 す る こ とで あ り,い わゆ る経 験 に よる管 理 上の判

断 の 信 用 が低 下 し,か え ってそ の と きそ の と きの情 況 を明 らかにす る情 報 に もとつ く判 断 ヘ ウ
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エ イ トが 移 って い くだ ろ う。 すな わ ち,現 場 の 管理 者 の権 威 が 次 第 に 向 上す る こ とを示 す と同

時 に,ト ップ マ ネ ジ メ ン ト'・の接 近 と もな る。

現 場 の 管 理者 へまか される取 り扱 い限 度 も よ り大 き くす る こ とが 可能 だ。 だ が,こ の ことは 中

央 の ス タ ッフに とっ て あ ま り歓 迎 され な い 事態 で あ ろ う。

(2)1982～?:第5世 代 ・ア ク シ ョン エ イ ドの 時 代

情 報 管 理 人 の機 能 を,オ ペ レ ーシ ・ナ ル な利 用 分 野 だ け でな く,戦 略 的 な利 用分 野 に まで拡

げ てい くこ とに な ろ う。

①Tailoredinformationandalertingsystem

②Decisionanalysissystem(経 営科 学 手 法 の 一 般 的 利用)

.現 在 の技法 よ りも も っ と使い 易 く,現 実 的 なモ デ ルの 開発 が 必 要。 この よ うな モ デル や シス

テ ムを 準備 す るた め の要 員 の確保 ・育成 も大 切 で あ る。

企 業 間 の デ ー タ交 換 も,シ ス テ ムの相 互 結 合 に よ って 可能 にな り,時 間 的 に も費 用的 に も大

きな 節約 とな るだ ろ う。

技 術 的 に は次 の こ とが 言 え る。

・ 個 別 フ ァイル とモ デ ル の ため の大 容 量 記憶 装置

・ 分散 して い るユ ーザ ーの ため のnetworkofdistributedmini-computer(dist-

ributed .dataprocessingsystem)

{管 理 者 の ア ク シ 。ン に結 び つ け るた めの 使 い易 い プ ログ ラ ミン グ と フ ァイル処 理 の言 語

・ ユ ーザ 自身 の た めに ユ ーザ 自身 が 開発 す る単 純 で適 応 力 の あ る シス テ ム

セ ン タ ーに は,ネ ッ トワーク,フ ァイル お よび 定 常的 な ア プ リケ ー シ 。ンを開発 維 持 す る要 員

が 残 され る。 通 常 の ア ブ リケ ー シ ・ン開発 の た めの プ ログ ラ ムは 少 くな る。 ユ ーザ 自身 が行 う

部 分 が 多 くな る か らで あ る。

管 理 上 の権 威 や 意 思 決 定 の仕 方 も,次 第 に分 散 化 し平 準 化 してい く'だろ う。 中 央 の権 威 は ゆ

ら ぐ。

び

も

3.予 想 され る変 化

SHARE"Dataprocessing1980-1985"Wiley,(シ ェル(株)訳 「デ ー タ ・プ ロ セ

ッシ ン グ1980-1985」 日本 ビ ジ ネ ス レ ポ ー ト社,1976)に よれ ば,次 の よ う な こ と が 指 摘

され て い る。

(1)周 辺 の 情 況 につ い て

① プ ラ イ バ シ ー お よび デ ー タ 保 護 に 関 す る 立 法 化

② プ ロ グ ラ マ ー等 に 関 す る 免 許 制 度 の 可 能 性

'亡

マ
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③ ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアお よび イ ン タ フ ェース に 関す る綜 合 的 な標 準 化 の推 進

④ プ ログ ラムの保 護 に関 す る立 法 化

⑤ 労 働 倫理 の変化

情 報 化 お よびオ ー トメー シ 。ン社 会 にお け る新 しい労 働 倫 理 が生 まれ て くるだ ろ う。 コ ン

ピ ュー タ化 に よ り失 業者 が増 す とい うこ と では な く,労 働 時 間 の短 縮 とい う形 が と られ なけ

れ ば な らな くなる。

⑥ 環境 変化 の激 化

高 度 の技 術 者 が必 要 とな る。 また彼 等 が高 度 オ ー トメー シ ・ン社 会 を運 営 して い くこと に

な ろ う。 この こ とは,情 報 処 理技 術 者 だけ でな く,い ろい ろな方面 での教 育 の あ り方,体 系

を変 え て い くこ とだ ろ う。

(2)技 術 的 な問題

① 高 性 能 ・高信 頼 度 のデ ータ処 理 シ ステ ムが 必要

オ ン ライ ン化 が徹 底 し,特 に バ ッチ 処 理の 代 りとい う もの よ り もっ と本質 的 な利 用 が拡 大

す る と∫ 僅か な時 間 の故 障,ト ラ ブル も極 め て 大 きな問 題 とな る。

② ミニ コン ピュ ータに ょる低 コス トの処 理 システ ム

コ ン ピュ ータの利 用 が 隅 々 ま で行 きわ た る ため に は,汎 用 の1ン ピ ュ一夕k・よびOSで,

全 て をま か左 お うとす る ことに よるオ ーバ ーヘ ッ ドの コス ト高 と,個 々の 使 用者 に とっての

使 い難 さが ク ローズ ア ップ され て く る。 ある程 度 限 定 され た 目的 に か な った ミニ コ ン ピュ ー

タ を配 置 し,必 要 な程 度 に ネ ッ トワ ーク 化す る ことが盛 ん にな っ て くるだ ろ う。

③ 大 規 模 デ ー タベ ース技 術

(3)成 長 の た めの必 要 条件

① ト ップ マネ ジメ ン トの 理解

② 情 報 の保 全 一 機 密 の保 護

③ 品 質 の よい 製 品 の提 供

メー カか らユ ーザ へ,情 報 処 理部 門 か ら利 用者 へ。 コン ピュ ータ お よび ソ フ トウ ェアに っ

い ては,従 来 故 障 や エ ラー はつ き もの とい う常 識 が あ った。

これ は,当 然 の 費用 増 と機 会損 失 を 生ん で い る。 この ま ま でい けば,こ の不都 合 は今後 益

々大 き くな ると信 じ られ る。

すべ ての メー カ お よび 多 くの ユ ーザの情 報 処理 部 門 は,自 分 達 の顧 客 の真 の要 求 に対 す る

感 受性 と理 解 を,今 より もは るかに養 う必要 が あ る。

④ シ ステ ム構 成 の た め の 標準 化

(4)利 用者 か らの要 求
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① 自然 で使 い やす く,首 尾 一貫 したや り方 で デ ー タ処 理 シス テ ムを利 用 で き る イ ンタ ーフ

ェ ー ス

② 人 間 の エ ラ ーを最小 限 にす る よ うに設 計 さ れ た シ ス テ ム

③ 期 待 に 合致 した 応 答 時間

④ 信 頼性 と可用 性 の 確 保

(5)ア プ リケ ー シ ョン につ い て

① デ ータ を中間 管 理 者 に タイム リーに提 供 し,一 部 は トップマ ネ ジ メン トに提 供 で きる こと。

②ORの 技法 が 実際 の デ ー タ処理 に タイ ム リー に利 用 され,ダ イ ナ ミ ックな 最 適化,ス ケ

ジ ュ ー リングが な され,業 務 に携 わ るス タ ッフ に ガ イ ドラ イン情報 を流 す こ とが で き る こと。

③ 中 間管 理 者,販 売 お よび得 意 先 サ ー ビス の部 門 に,デ ータ処 理適 用業 務 の もつ 潜 在 的 利

益 の 意識 を充 分 浸 透 す る こ と。

さ らに これ らを高 度化 してい くた め には,次 の ことが 求 め られ,ま たそ うな る方 向 に 進展 す

る と予 測 され る。

・ オ ン ライ ン ・リア ル タ イム ・シス テ ム の ペ ース に合 った ダ イナ ミ ック なORの 適 用 技

術 の 開 発

・ デ ー タ処 理 に おけ るセ ンサ ーペ ース ・シス テ ムの 開発 一 オ ン ライ ン ・シ ス テ ムの よ

り徹 底 した形 態 へ の進 展

`

/

t

4.関 連 技 術 の 発 展動 向

科 学 技 術 庁 計 画局 編 「日本 の技 術 」(科 学 技 術 と経済 の 会,1977)に は,将 来 の 技術 開発 の

展 望 につ い て 興 味 深い 報 告 が な され てい る。 こ こで は,こ の単 元 にか か わ りが あ りそ うな テ ーマ

を簡 単 に 列挙 してお く。

(1)関 連 分 野 の技 術 予 測

項 目の 後 に あ るカ ッコ内 は,(重 要 と見 た 専 門 家 の率%,実 現 時期 一 西 歴)が 表示 さ れ て

い る。'

① 情報 処理 技 術

・ 学 習機 能 を有 す る コン ピュ ータの 開 発(30 ,'91～'97)

・ 連 想処 理 の で き る
.コン ピュ ータ の 開発 一(15,,91～,99)

・'人 工 の複 雑 な パ タ ーン を人 間 並 みの 速 さ で認識 で き るパ ター ン認 識技 術 の 開 発 一

(81,,86～,94)

・ ユ ーザは ,コ ン ピュー タに 日常使 っ てい る 自然 語 にほ ぼ近 い プ ログ ラ ミン グ言語(文

字)で 命令 す る こ とが 可能 一(71,'89～'96)

写
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・ 問題 自体 を直接 入 力す るだ けで コン ピュー タが 自動 処 理 可能 一(32,'99～?)

② 情 報 蓄積 ・変 換技 術

・ コン ピュ ータ利 用 を容 易 にす る ため,音 声入 力 に よ るプ ログ ラ ミン グが可能

(16,,87～,92)

・ 明確 に記載 され た漢 字湿 り文 の手書 文字 を読 み取 る ことのできる文 字 読 取 装置 の実 用化

一(61
,,88～,96)

③ 情 報 処理 の 安全 ・信 頼性 向 上

自己修 復 機 能 を有 す るコン ビ=一 夕 の開発 一(31,'91～'98)

個 人 や集 団 の プ ラ イバ シ ーや 機 密 が もれな い よ うな信頼 度の 高 い保 護 シス テ ムの確 立

一(78
,,86～'92)

④ 教 育 シス テ ム

・ 授業 等 多様 な教 育場 面 の 問題 を映 像 と して提示 し,処 置 と結果 の場 面 を連続 的 に提示

す る こ とに よ り,指 導法 の訓練 が で き る教室 シ ミュ レ ータの実 用 化 一 く・15,'88～

'90)・

・ 企 業 の新 人 採 用 に当 って,重 要 な 判 断資料 を提供 で きる コ ン ピ ュー タ利用 の職 業適 性

診断 シス テ ム の普 及 一(23,'84～'89)

・ 音 声 と映 像 情 報 を コ ン ピ ュー タで制 御 しな が ら行 うシ ミ ュレ ー シ ョン ・ゲ ーム を通 し

て,チ ー ム ワ ー ク や リ ーダ ー シ ップ を 育 て る こ と の で き る訓 練 装 置 の 開 発

～'95)

・ 高 度 の 技 術 を 要 し,

(75,,83～,88)

～'91)

⑤ 医 療 シ ス テ ム

・ 病 院 に お い て は
,

(6,'88

しか も危 険 を伴 う作 業 を安 全 に訓 練 す る シ ミュ レー タの実 用化 一

心 身障 害 者 の社 会 復 帰 を可能 とす る技術 訓 練用 シ ミ ュレ ータの 開発 一(59,'86

コン ピ ュータ の大 幅 な導入 に よ り,臨 床検 査,病 歴 管理,問 診,患

者看 護 な どの 自動化,省 力化 が進 み,事 務 作 業量 が軽 減 一(64,'87～'92)

⑥ 社 会 シス テ ム

・ 住 民 登録 な どの 手続 業務 のほ とん どは コン ピ ュータ 化 され ,窓 口に は コ ン ピュ ータ端

末装 置 が 設置 され,大 幅 な省 力 化 の実 現 一(19,'88～'94)

・ 予算 お よび 人 的 ・物 的 資源 の適正 配分 を行 うため ,予 算 効果 の 科学 的 評 価方 式 を導 入

した財政 管理 シス テ ムの 確立 一(16,'94～2000)

⑦ デ ータ バ ン ク
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⑧ 生 産 ・商 業 シス テ ム

・ 量 産 製 品 工場 な どは
,工 場 の無 人化 が 一 般化 す る一(18,'89～'96)

・ 高額 単価 製品 の設 計 の た め に,デ ィス プ レ イ装 置 を用 い た対 話 型 コン ピ ュー タに よ る

自動 設計 シス テ ムの 普 及(24,'87～'93)

⑨ 交 通 シス テ ム

・ 大 都 市(人 口100万 程 度)全 域 の 交通 を ム ラ左 く円滑 に運 用す るため
,面 制 御,経 路

誘導 な どを総 合 的 に組 み 合 わせ た 総合 交通 管 理 シス テ ムの 確 立 一(67,'91～2001)

(2)ソ フ トサ イ エ ンス に つ い て

ソ フ トサ イエ ンス とは,高 度 な 意 思 決定 の た め の新 しい科 学 技術 で あ るの で,我 々 に と って

大 きな 関係 が あ る。 我 々(入 間)が 主役 に な らな け れば な らな い。

① ソフ トサ イ エ ンス が大 き く貢 献 で き ると期 待 さ れ てい る分 野

・ 自然環 境 の 保 全

安 全 の確 保

都 市 の再 開発 ㌧

資 源 ・エ ネル ギ ーの安 定的 確 保

② ソ フ トサ イエ ン スの 発 展 に最 も必要 左学 問 ・ ..、

'・自然科 学 分野

数 学,㌦生 物学,医 学,薬 学,電 気 工学,…

社 会,人 文 科 学 分 野

社 会学,心 理 学,経 済 学,…

境 界 領域 の学 問

シス テ ム工学,情 報 科 学,環 境 科 学(生 態 学),…

③ ソ フ トサ イ エン ス の基礎 研 究 と方法論 の例

人 間集 団 に お け る流行 の 現 象 を数 理 的 に 解析 した 理論 を確 立 す る一 現 象 の数 理化 一

(10,1990)

情 報の 価 値 に 関す る研 究 と高 度 な情 報 選択 機 能 を持 つ シ ステ ムの 開発 に よっ て,情 報

,1994)

社会 ・経 済諸 事 象 の諸 要 因 を 迅速 に抽 出 ・分 析 で きる手 法 の 開 発 に よ って,価 値 観の

の洪 水 に よる弊害 を かな り防止 で き る よ うに す る一 価 値 論 の導 入 一(29

展 開 を容 易 にす る一 分 析 手 法 の 開発 一(23,1996)

④ ソ フ トサ イ エン ス の 活用 の 例

・(環 境)騒 音 ・振 動 ・日照 障 害等 の 生 活環 境 の シ ビル ミニ マ ムの 設 定 に と もな う社会

的 損 益 の評 価 を行 う手 法 の 開 発 一 評 価 手 法 の 開発 一(39,1986)
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・(工 業 生 産)各 製 造 会社 におけ るそ れぞ れ の製 品 に関 して
,経 済動 向 を ふま えて 需要

量 ・価 格等 の 短期 的予 測 を かな りの精 度 で行 い,か つ 一 貫 した生 産 計 画 が 可能 に な るシス

テ ムの普 及 一 予 測手 法の 開発(23,1987)

・(情 報)多 数 の入 間 の要求 に答 え
,か つ社 会 的 評 価 の高 い 情 報 を提 供,分 配 をは か る

た め に,人 間 の基 本 的 ニ ーズ と情 報 の社 会 的価 値 との 関 連性 を解 明 す る手 法 の開 発 一 情

報 の評 価 ・価 値 等 に関 す る解析 ・(21,1992)

・(教 育)人 間 の 記 憶 等学 習活 動 に 関す る シ ミュ レ ータが 作 られ,学 習 活動 を高 め るた

めの 手法 の 開発 一 シ ミュ レー タの開 発 一(26,1994)
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